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公益財団法人つなぐいのち基金
理事会　事業報告書

■ 令和３年度助成事業の概要

令和3年度の助成事業は、

フェーズ 該当団体数 備考

助成申請　仮エントリー 69団体 仮エントリー数

助成申請　本エントリー 41団体 本申請の数

調査結果による候補団体 40団体 財団理念に相応しいか実績等で基礎選考

選考委員会による助成決定団体 9団体 選考基準に照らし、本年度助成先を選考

＜選考方法について＞

「助成事業実施規程」に則り、助成申請のあった団体について、当財団事務局の調査選考担当チームによる  調

査および基礎選考を実施し、つなぐいのち基金選考委員会に報告しました。

有識者、助成選考実務経験者、学識経験者、専門家等選考委員などの選考委員により構成される助成選定委員会

にて審査の実施・内定団体の選出後に理事会による選考結果の承認を経て、助成選定委員会での助成内容の修正

点の案内も含めた「助成内定通知書」を助成対象団体に送付し、了承の取得後に助成金の支払いを  行いました。

結果、次頁に記載した素晴らしい団体を選考することができました。

■ 令和３年度 決定助成先
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■ 寄付金等 収益の概況

令和３年度の収入は、事業運営資金は理事からとして寄付金、法人寄付、一般の方からの税額

控除対象寄付となる「個人寄付」、「マンスリーサポート制度」、「クラウドファンディング」などによる

寄付などの各ファンドレイジングのメニューを 100％助成事業に繰り入れさせていただきました。

　コロナ禍で経済状況悪化を理由とした継続支援の辞退を表明される方もいらっしゃる中、昨年度

から新設した「冠基金」の運用を継続しております。今後は助成実績に関する報告書を詳しく整理

および作成したうえで、受取寄付額と助成額拡大のためのファンドレイジングの準備に取り掛かる

予定です。

■ 過去７期間の寄付金総額と助成金額の推移

■寄付金

【令和３年度実績】 寄付総額 7,666,567 円

一般個人寄付 208,900 円

法人寄付 1,241,667 円

冠基金設立金(寄付） 120,000 円

当財団理事による寄付 5,060,000円

クラウドファンディングによる寄付 1,036,000 円
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■今後の資金調達計画について

当財団では、令和4年度の資金調達に向けて新規参画の人員の調整を進めると共に、寄付募集プラッ

トフォームとの連携を計画しています。具体的には、法人寄付の他に下記の2つの寄付プラットフォーム

サービスを活用し、①継続型マンスリー寄付、②PJ型クラウドファンディング、③遺贈寄付募集におい

て、新規プロジェクトを複数立ち上げることで、従来より多くの寄付者からの寄付募集することを計画し

ています。

令和4年度において上述した資金の継続調達の基盤を確保し、公益財団移行10周年を迎える2022年

12月までには調達資金額を倍増させていく計画を立て、精査しています。なお、ファンドレイジングにお

いては、新たに専属の人員を確保し、遅滞なく速やかな実行を予定しています。
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■新規の取組（寄付の総量を増やすための法人「現物寄付」仕組みづくり）

当財団では、児童・若者支援事業実行団体への支援と助成を行う中間団体として、国内
の寄付総額が不足している点や、社会貢献への意志のある企業と社会貢献団体のマッ
チングが円滑に行われない点、そして企業内部の寄付実施判断への数々の検討判断の
難しさを理解した上で、企業の余剰物資または廃棄予定物資を再活用する形での現物
寄付を奨励、支援するプラットフォームづくりを新に行います。

現在、最終的なプラットフォームの形としては全国を対象としたウェブ検索ポータルサイトの形を想定しています
が、まずは食品小売り業の大手企業様と連携し、子ども食堂に食料品の現物寄付実績を作ることから開始し、
そのあと資金を調達したうえでウェブ上のプラットフォーム立上げを予定しています。
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■公益財団法人移行10周年記念イベントの開催

当財団では、2022年12月20日に公益財団法人移行10周年を迎え、2023年1月に今まで
の助成先団体様や関係者様をご招待し、事業報告会及び事業計画の発表、今後の連携
や協業についてコミュニケーションを取らせて頂きました。


